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☑栄養、おいしさ、および疾病予防に貢献する食肉の生産から加工まで包含した先端科学的探究
☑胎児期から食肉生産を考える：美味しい牛肉を生産するための代謝プログラミング機構の解明
☑日本の国土、特に山、耕作放棄、限界集落、離島の植物資源を活用したICT放牧牛管理技術

➡ これらを統合した生産パッケージの創出

代謝プログラミングにより家畜の能力を最大に引き出し、美味しい食肉を生産する。

スマートフォンやタブ
レットによるネットや
facebook 等を活用し
た無店舗型ダイレク
トマーケット
⇒ 低コスト 高収益

スマートフォンやタブレットを
活用した放牧のIT管理
⇒ 高パフォーマンス型畜産

アニマルウエルフェアに
根差した放牧肥育

(QBeefを例として）

食肉は世界で愛される食
材。動物の体構成におい
て水分を除いたほとんど
はタンパク質である。つま
り体の部品はタンパク質
が主である。食肉科学研
究は、良質なタンパク質を
おいしい食肉から摂るた
めの研究！食肉に関する
あらゆることを科学する。

遠隔操作
スタンチョン

自動給餌機

A

試験中の個体識別遠隔自動給餌システム(A)．

スマート畜産研究：
鹿児島大学・農学部・農業生産科学科 教授 後藤 貴文

「食と健康」維新－ウェルネス鹿児島大学
安心・安全な牛肉のICTと生物科学を
用いた生産管理技術

＜問い合わせ＞鹿児島大学農学部 後藤貴文 tel：099-285-8699 mail：gotoh@agri.kagoshima-u.ac.jp
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